
古墳の位置　

　綾 戸 古 墳 は 不 破 郡 の 西 部、 相 川 下 流 域 の 緩 や か に 南 へ 傾

斜 す る 扇 状 地 上 に 位 置 す る。 北 に 東 山 道（中 山 道）が 通 り、

近 世 に は 墳 頂 の 松 が「熊
くまさか ちょうはん

坂 長 範 物 見 の 松」と し て 知 ら れ た。

東 部 に は ４ 世 紀 末 の 墳 丘 長 87 ｍ の 前 方 後 円 墳 で あ る 矢
や み ち

道

長
ながつか

塚 古 墳、 墳 丘 長 100 ｍ に 及 ぶ 大 型 前 方 後 方 墳 の 粉
こ ぬ か や ま

糠 山 古

墳、 当 地 域 最 大 の 前 方 後 円 墳 で あ る 昼
ひ る い お お つ か

飯 大 塚 古 墳、 ７ 世 紀

前 半 の 円 墳 で 横 穴 式 石 室 を 持 つ 車 塚 古 墳 な ど が あ る（図 １）。

　 ま た 北 部 に は 豊 富 な 石 製 品 が 出 土 し た 親 ヶ 谷 古 墳、 美 濃

国 府 付 近 に は 鉄
てつぞく

鏃 ・ 銅
どうぞく

鏃 な ど が 出 土 し た と さ れ る 忍
にんしょうじやま

勝 寺 山

古 墳 な ど が 立 地 す る。

過去の調査と記録

　1926( 大 正 15) 年 の 『不 破 郡 史』 に お い て は 方
ほうふん

墳 と さ れ て

い た も の の、 そ の 後 の 小 川 栄 一 氏 の 略 測 に よ っ て 円 墳 で あ

る こ と が 明 ら か と な っ た。1940( 昭 和 15) 年 の 報 告 の 中 で

小 川 氏 は「直 径 二 十 二 間 ( 約 40m)、直 高 二 丈 一 尺 ( 約 6.4m)」

と し て い る （図 ２）。 　

　1994( 平 成 6) 年 に は 台 風 の 影 響 で 倒 れ た 木 の 根 本 あ た り

で 葺
ふきいし

石 の 一 部 か 確 認 さ れ た ほ か、 古 墳 付 近 か ら 須 恵 器 の

三
さ ん そ く こ

足 壺 が 出 土 し た と 伝 え ら れ て い る （ 図 ３）。 墳 頂 部 に は

武
た け の う ち す く ね

内 宿 禰 を 祀 る 石 碑 が 建 て ら れ て お り、 綾 戸 古 墳 は 彼 の 墓

で あ る と 称 さ れ る こ と も あ る。

墳丘の特徴 （測量調査の成果）

　2022( 令 和 4) 年 8 月 に 名 古 屋 大 学 ・ 南 山 大 学 ・ 滋 賀 県 立

大 学 の 3 大 学 合 同 チ ー ム に よ る 平 板 測 量、 名 古 屋 大 学 に よ

る ト ー タ ル ス テ ー シ ョ ン を 用 い た 測 量、 そ し て 株 式 会 社 イ

ビ ソ ク に よ る レ ー ザ ー 測 量 が 実 施 さ れ た。 測 量 図 は 平 板 測

量 と レ ー ザ ー 測 量 の 結 果 を 合 わ せ た も の で あ る （図 4）。

　 こ の 調 査 で 確 認 さ れ た 墳 丘 規 模 は 直 径 約 40m、 高 さ 約 6.1m で あ り、 小 川

氏 に よ る 報 告 と ほ ぼ 同 一 の 値 で あ る。 北 東 部 が 墳 丘 の 一 部 と 共 に 大 き く 削 平

さ れ て は い る も の の、墳 丘 の 外 側 に は 幅 約 10m、深 さ 1.1 〜 1.7m の 周 溝 が 巡 っ

て い る。 か つ て は 雨 天 時 に こ の 周 溝 に 水 が 溜 ま っ て い た と さ れ る が、 底 へ の

泥 土 の 堆 積 に よ り 溝 が 浅 く な っ た と 考 え ら れ る。

　 過 去 の 記 録 か ら 2 段 築
ちくせい

成 の 円 墳 で あ る と さ れ て い た が、2022 年 の 調 査 で

新 た に 墳 丘 の 南 西 ・ 南 東 斜 面 の 途 中 ( 標 高 22.0m 付 近 ) に テ ラ ス 状 の 平 坦 面
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　　　図１　古墳の位置

図２  昭和 15 年頃のスケッチ

　　　　　古墳の現状　

図３ 伝古墳出土三足壺
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が 確 認 さ れ た。 こ の 結 果 か ら 綾 戸 古 墳 は 3 段 築 成 で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ る。

古墳の意義　

　 綾 戸 古 墳 は 墳 丘 の 形 態 や 出 土 し た 三 足 壺 な ど か ら 古 墳 時 代 終 末 期 に あ た る 6 世 紀 末 か ら 7 世 紀 初

頭 の 築 造 で あ る と 考 え ら れ る。 墳 丘 規 模 は 終 末 期 の 円 墳 と し て は 岐 阜 県、 ひ い て は 東 海 地 方 で も 最 大

級 で あ る と 評 価 で き る。 同 じ く 垂 井 町 内 の 古 墳 で あ り、 終 末 期 古 墳 と し て は 美 濃 地 域 最 大 級 の 方 墳 で

あ る 南
みなみおおつかこふん

大 塚 古 墳 と 並 ん で、 前 方 後 円 墳 か ら 方 墳 ・ 円 墳 へ と 首 長 墓 の 造 営 が 変 化 し て い く 過 程 を 考 え る

に あ た っ て 重 要 な 古 墳 で あ る と 言 え る。
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　　　図４  墳丘測量図


